
発掘調査で確認された外柵南門跡と長森丘陵 復元された外柵南門から南大路、外郭南門をのぞむ

門　櫓　石塁
　払田柵跡だよりは、発掘調査から明らかに
なった、いろいろな発見を、みなさんにお知ら
せするためのたよりです。今回は門や櫓、石
塁など、柵の出入りに関連する施設について、
くわしく紹介します。

　払田柵跡は、９世紀の初めにつくられた
城柵遺跡です。
　柵の中心となる政庁は板塀で囲まれ、そ
れが築地塀などで囲まれた外郭の中心に
置かれました。この外郭が置かれた長森
と、さらに真山を含めた２つの丘陵が、広大
な低地とともに、大きく外柵で囲まれ、三
重に囲まれた構造は、払田柵跡の大きな特
徴といえます。

　それぞれの出入り口
には、東西南北に門が
構えられ、特に外郭南
門の両側は、石塁と呼
ばれる石垣になっていました。また外郭線には櫓もつくられ、柵の防御をかためていました。
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■ 柵の防御をかためる施設

■ 柵の囲いと出入り口

　払田柵跡の外郭線上には、防御をかためるための櫓がいくつも見
つかっています。櫓は門の両側のほか、外郭線上に100ｍ前後の間
隔でつくられていました。柵の創建時には、櫓の前面（外側）が外郭
線をつくる塀の上にのりかかる「棚櫓」の形でつくられますが、その
後は塀をまたぐ形へと改修されたことが発掘調査により明らかに
なっています。
　いっぽう外柵線は、河川が蛇行する部分で材木塀が開口し、また
この河川が柵に流れ入る部分と流れ出る部分も、同じく開口してい
たと考えられます。つまり防御をかためるという点では、外柵線は実
用的でなかったと考えられます。
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外柵南門の西側で開口する材木塀

払田柵跡に関するお問い合わせは

●発掘調査に関すること　　
　秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

●復元された史跡公園に関すること
　大仙市教育委員会文化財保護課

●その他現地での窓口、ボランティアガイドに関すること
　大仙市払田柵総合案内所（４月～11月）

〒014-0802 大仙市払田字牛嶋20番地
　tel.0187-69-2442　fax.0187-69-3330

〒014-0805 大仙市高梨字田茂木10番地
　tel.0187-63-8972　fax.0187-63-8973

〒014-0802 大仙市払田字仲谷地95番地
　tel.0187-69-2397（fax兼）
　tel.0187-63-3003　fax.0187-63-3015

秋田県マスコット
スギッチ

外郭線にのりかかる形の棚櫓（イメージ） 【参考】築地塀の上をまたぐ形の櫓（史跡志波城跡）

（内側） （外側）

石塁
（築地塀）
（材木塀）

　初め棚櫓の形でつくられ、後に塀をまたぐ形に改修される櫓ですが、外郭南門両側の石塁の上につくられた櫓だけ
は、９世紀中頃に石塁が崩壊した後も棚櫓の形で維持されたと思われます。
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― 払田柵跡が受けた地震被害 ―
　柵は９世紀初めにつくら
れた後、830年と850年、２
度の大地震に遭いました。
　１ｍ近くもある巨石が積
み上げられた外郭南門両側
の石塁も、階段状に横ずれ
し、崩れた状態で確認され
ました。地震国日本の受難
の歴史を見てとることがで
きます。
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地震で地面が瞬間的に横ずれしたことにより、「だるま落とし」のように階段状に崩れた石塁のようす

※整備された南大路周辺の写真と櫓の復元図、ならびにアニメキャラクターは大仙市教育委員会から提供を受けたものです。

（大仙市仙北支所）

政庁・外郭・外柵と三重に囲まれている払田柵跡
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平成27年３月31日  　　　　　　　 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

払田柵 跡 だより



■ 外郭線と周辺の施設

■ 外柵線と周辺の施設

　柵の外周を囲む外柵線には、東西南北に八脚門が構
えられ、側面中央の柱（棟柱）で、門と材木塀が接続さ
れていました。
　払田柵跡は、外柵内に河川を取り込んでいるため、
材木塀の開口した部分が見つかっています。また櫓が
確認されていないことも合わせ、外柵線は、巨大な城
柵の防御をかためるというよりは、柵を周囲から区画
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　北門は低湿地につくられたため、門柱が柱穴の底から135cmも沈んだ状態で確認されました。このことから北門
は、軟弱地盤のために柱が沈み、ゆがんでいたと考えられます。
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　政庁北側の丘陵裾部から北門までの間は盛土造成され、北大路がつくられていた
ことがわかっています。しかし門柱も沈んでしまうような低湿地では歩行もままなら
ず、10世紀初めには、大路の西寄りに古い柵木を再利用して置き並べ、木道がつく
られました。木道は北門から東西へ連なる材木塀の内側にも沿ってつくられ、この中
から長さ4.65ｍの上下端が残る唯一の柵木が見つかり、「山本」と文字が刻まれて
いました。
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　東門と西門は丘陵斜面の中腹につくられ、特に西門に
は真山がせまるため、外柵西門への通行はもちろん、見
通すことさえもできません。これらのことから、外郭線
の北・西門については、城柵に必要不可欠な施設として
つくられ、建て替えられながら最後まで維持されるもの
の、実用的な施設ではなく、出入り口の限られる、城柵
という巨大な施設を蝦夷の人々に誇示することが、目的
の一つであったとも考えられます。

　外郭線の東西南北にも、外柵線と同じく八脚門が構えられていました。特に正面入り口ともいえる南門は、両側が
石塁と呼ばれる石垣でかためられて築地塀へと連接し、高さ3.6ｍと考えられる石塁の上には、防御のための櫓もつ
くられました。さらに南門の前には、５段の石階段が積まれ、柵の威容を蝦夷の人々に誇っていたと考えられます。櫓
は門の両側のほか、外郭線上に一定の間隔で設置され、外郭線は柵の防衛線としての役割を担っていました。
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南大路にかけられた橋の跡と橋脚（南から）

河川の蛇行にともなう外柵材木塀の開口部（東から）
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する壮大な施設として、蝦夷の人たちに誇示するために
つくられたとも考えられています。
　外柵南門と外郭南門の間からは、河川に架けられた橋
の跡が見つかったことから、２つの門をつなぐ南大路が
通っていたと考えられます。しかし外柵は９世紀中頃に
放棄され、その後、たび重なる洪水により河川は移動し、
もとの流路も埋没してしまいました。
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復元された外郭南門と石塁、石階段（南西から）外郭南門と石階段の跡（南から）

復元された外郭北門から政庁をのぞむ（北西から）外郭北門と櫓・材木塀の跡（北西から）

外郭北門東側の櫓・材木塀の跡と木道（西から）

外郭西門跡から西方向をのぞむ
外柵西門は真山の背後となり、見通すことさえできません
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　外郭線に構えられた４つの門は、外郭線の塀から「八」の字に内側に入り込むかたちで接続されていました。材木
塀が連なる北門のほか、築地塀が巡る東・西門でも、門との接続部分は材木塀となっていました。
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